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2023 年度の武蔵野美術大学芸術祭は
さらに活気ある芸術祭に！
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本学の芸術祭はなんといっても在学生が自ら作り上げる個性豊かでエネルギッシュなアートの数々が
大きな見どころです。作品の展示を行う「展示企画」、手作りのグッズや食べものなどを販売する
「模擬企画」、団体・サークルごとにパフォーマンスやライブなどを行う「イベント企画」など、会期
中は構内の至る所がムサビ生たちによる芸術で溢れかえります。芸術祭は、1971 年以来行われている
本学の大きな祭典です。私たち執行部の学生が自主的に企画・運営を行っており、毎年個性豊かな
テーマを設定してムサビ全体を彩ります。コロナ禍以前は、学生だけでなく地域の皆様をはじめ学外
の多くの方々にご来場いただき、非常に活気のある芸術祭を開催してまいりました。しかし、2020 年
は中止、2021 年はオンラインでの開催を余儀なくされ、昨年やっと3年ぶりの実地開催に至ったもの
の、完全予約制による入場者数の制限や学生による飲食物の販売の全面禁止などの措置を講じざるを
得ず、まだまだコロナの影響の残るものとなりました。執行部は学部の 1年生、2年生だけで構成さ
れています。今まで高校・大学という一瞬で過ぎ去っていってしまう時間の中で、多くの学びや体験
の機会がコロナによって失われてしまった私たちにとって、勢いがありハツラツとしたコロナ禍以前
の芸術祭の姿は憧れです。今年度は昨年度と比べて作品展示や模擬店企画等での参加学生が増加した
ほか、飲食物の販売なども復活させる予定となっており、少しずつ本来の日常が戻りつつあるのを
実感しております。
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